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え
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演
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│
│
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二
〇
二
〇
年
冬
に
発
刊
さ
れ
る
「
教
育
と
医
学
」
の
特
集
が
、
な
ぜ
「
演
劇
的
手
法
で
発
達
と
学
び
を
支
え
る
」
な
の

か
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
号
の
特
集
は
当
初
、
二
〇
二
〇
年
七
・
八
月
号
の
特
集
と
し
て
二
〇
一
九
年

の
十
一
月
に
企
画
さ
れ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、「
教
育

と
医
学
」
と
し
て
の
発
信
の
必
要
を
考
え
、
二
〇
二
〇
年
七
・
八
月
号
で
は
「
社
会
不
安
の
な
か
で
子
ど
も
を
支
え
る
」

の
緊
急
特
集
を
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

学
校
教
育
の
現
場
で
は
、
道
徳
教
育
に
お
い
て
は
役
割
演
技
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
）
が
活
用
さ
れ
、「
ド
ラ
マ
教
育
」

と
呼
ば
れ
る
演
劇
的
手
法
を
用
い
た
授
業
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
大
学
を
中
心
と
し
た
教
育
機
関
で
は
、
座
学
中
心
の
教

授
型
学
習
を
脱
却
し
、
対
話
を
通
し
た
主
体
的
な
学
び
が
推
奨
さ
れ
、
自
ら
が
学
ぶ
力
を
涵
養
す
る
こ
と
が
新
た
な
教
育

課
題
と
な
っ
た
。
対
人
援
助
職
の
養
成
課
程
で
は
役
割
演
技
を
用
い
た
教
育
や
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
与
え
ら
れ
た
知

識
、
用
意
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
自
ら
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
振
り
返
り
、
他
者
と
交
流

し
な
が
ら
、
柔
軟
な
対
応
力
の
あ
る
智
慧
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
生
涯
発
達
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社

会
制
度
や
科
学
技
術
の
激
動
的
変
化
に
さ
ら
さ
れ
続
け
る
現
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
力
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る
。

演
劇
的
手
法
に
よ
る
学
び
と
癒
し

情
緒
と
表
象
が
生
ま
れ
る
身
体
、そ
し
て
身
体
表
現
に
寄
り
添
う

古
賀
　
聡

こ
が
・
さ
と
し

九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院
准
教
授
。
博

士
（
心
理
学
）。
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
後
退
学
。
専
門
は
臨

床
心
理
学
。
医
療
法
人
十
全
会
お
お
り
ん
病
院
臨
床

心
理
士
を
経
て
現
職
。
著
書
に
、『
臨
床
動
作
法
の

実
践
を
学
ぶ
』（
共
著
、
新
曜
社
、
二
〇
一
九
年
）、

「
中
年
期
・
高
齢
期
の
ひ
と
へ
の
健
康
動
作
法
」

（『
ふ
ぇ
に
っ
く
す
』
第
75
号
、
二
〇
一
七
年
）
ほ

か
。

特
集
・
演
劇
的
手
法
で
発
達
と
学
び
を
支
え
る
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特集にあたって

3　演劇的手法による学びと癒し

　

発
達
支
援
や
心
理
臨
床
の
現
場
に
お
い
て
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
リ
ア
ル
な
感
情
体
験
を
と
も
な
う
自
己
理
解
を
提
供
す
る
方
法
と
し
て
「
心
理
劇
（
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
）」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
即
興
劇
を
用
い
る
集
団
心
理
療
法
で
あ
る
心
理
劇
は
、
自
分
の
現
状
を
振
り
返
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
自

己
の
可
能
性
を
発
見
し
、
創
造
的
な
自
己
活
動
を
支
え
る
。
身
体
表
現
や
行
為
に
よ
る
、
ま
さ
に
全
身
全
霊
を
か
け
た
自

己
表
現
が
集
団
か
ら
受
け
止
め
ら
れ
、
自
己
存
在
の
意
義
を
確
認
す
る
機
会
と
な
る
。

　

今
回
の
特
集
で
吉
川
先
生
、
古
川
先
生
、
安
島
先
生
、
村
上
先
生
、
五
位
塚
先
生
は
、
心
理
劇
、
あ
る
い
は
心
理
劇
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
実
践
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
対
象
は
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
ま
さ
に
生
涯
発
達
に
寄
り

添
う
教
育
実
践
と
支
援
で
あ
る
。
各
年
代
の
特
性
や
発
達
障
害
な
ど
対
象
者
の
特
性
に
応
じ
た
実
践
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
宮
本
先
生
か
ら
は
、
脳
性
麻
痺
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
身
体
障
害
者
の
表
現
活
動
と
し

て
の
演
劇
的
手
法
を
用
い
た
実
践
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お
け
る
教
育
や
発
達
支
援
で
大
切
な
こ
と
は
、
感
染
リ
ス
ク
と
い
う
見
え
な
い
脅

威
に
怯
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
を
通
じ
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
経
験
知
を
放
棄
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
慎
重
な
予
防
対
策

を
取
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
発
展
さ
せ
て
き
た
豊
か
な
教
育
的
方
法
や
支
援
方
法
の
活
用
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
人

が
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
情
緒
と
表
象
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
基
盤
で
あ
る
身
体
の
存
在
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

身
体
表
現
や
行
為
に
よ
る
自
己
表
現
の
「
舞
台
」
ま
で
も
放
棄
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

二
〇
二
〇
年
の
冬
も
引
き
続
き
、
演
劇
的
手
法
を
用
い
た
教
育
や
発
達
支
援
の
実
施
は
制
約
を
受
け
て
い
る
。
特
集
の

さ
ら
な
る
延
期
も
考
え
た
が
、
い
ま
こ
そ
、
読
者
の
皆
様
に
は
本
号
特
集
の
ユ
ニ
ー
ク
で
豊
か
な
実
践
が
紹
介
さ
れ
た
論

文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
た
。
ド
ラ
マ
は
過
去
の
再
現
に
よ
る
懐
古
や
追
憶
の
み
を
提
供
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
共
感
的
な
集
団
で
の
演
技
の
経
験
は
未
来
、
希
望
へ
と
つ
な
が
れ
て
い
く
。
そ
う
遠
く
な
い
未
来
に
お
け
る
演
劇
的

手
法
に
よ
る
教
育
や
発
達
支
援
の
挑
戦
を
誓
い
た
い
。



「教育と医学」2020.11・12　4
476 

「
発
達
支
援
」
と
は
・「
ド
ラ
マ
」
と
は

　

本
論
の
主
題
を
な
す
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
、「
発
達
支
援
」と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
関
連
す
る
文
献
と
相
ま
っ
て
私
自
身
が
目

指
す
方
向
性
は
、「
①
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
あ
る
重
要
な

発
達
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
己
の
可
能
性
を
広
げ
る
基

盤
と
な
る
自
尊
心
や
主
体
性
を
育
む
こ
と
」、
そ
の
上
で
「
②

将
来
の
自
立
・
適
応
に
必
要
な
事
柄
を
興
味
・
関
心
を
持
ち
学

べ
る
機
会
と
社
会
（
集
団
）
参
加
の
場
を
保
障
し
て
、
子
ど
も

が
持
つ
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
個
々
の
状
況
や
障
害

特
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
」
と
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
方
の
こ
こ
で
述
べ
る
「
ド
ラ
マ
」
は
、
筋
書
き
の
あ

る
物
語
を
役
者
が
演
じ
、
観
客
が
楽
し
む
劇
や
お
芝
居
と
は
区

別
さ
れ
、医
療
・
教
育
・
福
祉
・
矯
正
な
ど
の
対
人
支
援
の
領
域

で
、
集
団
心
理
療
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
即
興
劇
を
意
味
し
ま

す
。
そ
の
技
法
の
中
心
と
な
る
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
（
役
割

演
技
）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
精
神
科
医
モ
レ
ノ
（M

oreno, 

J. L

）
が
創
始
し
た
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
（
心
理
劇
）
に
そ
の
原
点
が

あ
り
ま
す
。
表
1
は
そ
の
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
の
基
本
を
要
約
し
た

も
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
、
上
述
の
よ
う
な
発
達
支

援
を
目
的
と
す
る
ド
ラ
マ
の
重
要
な
特
徴
と
言
え
ま
す
。

特
集
・
演
劇
的
手
法
で
発
達
と
学
び
を
支
え
る

よ
し
か
わ
・
し
ょ
う
こ

中
村
学
園
大
学
教
育
学
部
教
授
。
専
門
は
発
達
臨
床

心
理
学
。
九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
後
退
学
。
博
士
（
心
理
学
）。
著

作
に
「
広
汎
性
発
達
障
害
の
あ
る
中
学
生
に
見
ら
れ

た
人
と
の
関
わ
り
の
発
達
」（『
心
理
臨
床
学
研
究
』

31
⑴
、
二
〇
一
三
年
、
四
―
一
五
頁
）
ほ
か
。

吉
川
昌
子

発
達
支
援
と
し
て
の
ド
ラ
マ
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そ
の
一
つ
に
含
ま
れ
る「
役
割
演
技
」

は
、
二
〇
一
七
年
に
改
訂
さ
れ
た
新
学

習
指
導
要
領
で
も
、「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」の
実
現
に
向
け
て
、そ
の

有
用
性
が
認
め
ら
れ
、「
特
定
の
役
割
を

与
え
て
即
興
的
に
演
技
す
る
役
割
演
技

の
工
夫
」が「
道
徳
科
に
生
か
す
指
導
方

法
の
工
夫
」
の
一
つ
に
あ
る
表
現
活
動

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
場
合
の「
役

割
演
技
」は
、主
に
演
じ
る
行
為
そ
の
も

の
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
の
役
割
理
論
で

意
味
す
る「
役
割
演
技
」に
は
、
固
定

化
さ
れ
た
「
役
割
取
得
」
か
ら
抜
け
出

し
て
、
自
由
に
新
し
い
役
割
を
演
じ
る

と
い
う
発
展
的
な
役
割
の
あ
り
方
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ

独
自
の
特
性
を
こ
こ
で
全
て
論
じ
る
こ

と
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
の
キ

ー
概
念
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
ご
紹
介
す
る
事
例
の
演
技
に
垣
間
見

1）

表 1　心理劇（サイコドラマ）の基本（一部）

1 ． 即興劇を用いた集団心理療法（group psychotherapy）：台本のない「今、ここで展開
する（Here and Now）」ドラマの中で、集団力動の相互作用が治療的に働く。

2． 自発性理論：ドラマの過程で、自発性（spontaneity）が発揮されることで、柔軟性・
創造性に富んだ、新しく適応的な役割をとることができる。

3． 役割理論：日常生活で関わる他者との関係性において、人は様々な役割（親と子、上
司と部下など）を担っている。その役割のあり方は、固定的観念でステレオタイプに
なりやすい（役割取得）が、自発性を発揮し新しい役割を演じてみる（役割演技）体
験を得ることで、固定的な役割取得で行き詰まっていた日常生活においても、より適
応的な役割のあり方（役割創造）へと発展させることが可能となる。

役割の発展：役割取得⇒　役割演技⇒　役割創造

4．心理劇を構成する 5要素：演者・監督・補助自我・観客・舞台（＋道具⇒ 6要素）
　　［演者］ 劇を実際に演じる人、誰でも自発的に演者になることができる。主役がその

中心となる。
　　［監督］ 主役のテーマに応じて場面を設定し、ドラマを展開させる進行役。グループ

全体に責任をもち、主役が安全に自己表現ができるようにする。
　　［補助自我］ 監督の補佐役、主役の自発的な行為や感情表出を促すような役割を演じ

る演者。
　　［観客］ 劇を観る人。劇の展開によって観客が演者に、演者が観客に入れ替わること

もあり、その役割は流動的。
　　［舞台］ 現実の社会とは異なる架空の場面で、自由に役割演技を試すことができる安

全な空間として位置づけられる。
5．心理劇の過程（ 3つの相）：ウォーミングアップ　⇒　劇化　⇒　シェアリング
6． 代表的な技法：ダブル（二重自我法）・ミラー（鏡映法）・ロールリバーサル（役割交
換法）・独白・エンプティチェア（空の椅子）・デロール（役割解除）など。

7． 余剰現実（サープラス・リアリティsurplus reality）：実際には起こっていないこと
（過去）や、こうありたい（現在）・こうなってほしい（未来）ことなど、こころにあ
る思いを、その人にとってのもう一つの真実の世界として表現する。そこには自発
性・創造性が求められる。

出典：文献 6より抜粋


